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特集「議会報告会・意見交換会」より特集「議会報告会・意見交換会」より



幅広い年齢層の方に
ご参加いただきました

みんなで考えよう、これからの
丸亀市に必要なことは？

市議会は、参加してくださった皆さんの、市をもっと良くしたい、
元気にしたいという思いをしっかり受け止め、市政に反映できるよう努めていきます。

参加人数　63名

市外に勤務する
親が休めるよう
「丸亀子どもデー」
をもっと広報して
ほしい。

県外に出た人が
戻ってきたいと
思えるようなま
ちづくりを。 コミュニティバス

をもっと利用しや
すくしてほしい。

若者の定住に繋
がる産業施策が
必要だと思う。

良い制度がたくさ
んあるのに市民に
知られていない。
もっと広報に力を
入れてほしい。

20代
15%

30代
4%

10代以下
39%

40代
12%

50代
14%

60代
6%

70代以上
10%

市民との会合を
もっと開催して
情報共有してほ
しい。

2025.2❷ No.104

特
集
　
議
会
報
告
会・

　
　
　意
見
交
換
会



特集 議会報告会・
意見交換会
議会報告会・
意見交換会令和6年

午後5時30分～7時
マルタス

10月28日月

学生と考える、若者が定住しやすく子育てしやすい
環境づくりに必要なことは？

今回は、若い人の意見をみんなで共有したいとの思いから、これまで別々に開催していた議会報告会と
学生との意見交換会を同時に開催しました。初めに今年度議会で審議した事業の報告を行い、次に
学生と、最後に参加者全員との意見交換を行いました。大人が大勢いる中でも、各学校を代表する
学生の皆さんは堂々と発表してくれました。そんな姿を見て、「しっかりした意見を持っていて感
心した。」「これからも学生さんに参加してほしい。」といった感想をいただきました。

男性の育児休暇取得
促進のために、育児
休業給付金を増額し
てはどうか。

若者や子育て支援に
関する施策を、SNS
を活用してもっと発
信してほしい。

公共交通の利便
性が悪いので対
策してほしい。

共働き世帯が
いつでも安心して
子どもを預けられ
る場所が必要。

若者や学生が集ま
れる場所や商業施
設の充実に力を入
れてほしい。

幼保の無償化
をすすめてほ
しい。

2025.2❸ No.104

特
集
　
議
会
報
告
会・

　
　
　意
見
交
換
会



2025.2❹ No.104

議
　
案
　
審
　
査

ＡQ　記念グッズの内容や数量
はどのように決めたのか。

　市制施行20周年をPRできるよう、目につきやすく普
段使いできる内容とした。また、グッズの単価や各課で
の配布予定事業と必要数を参考に数量を決めている。

補正予算
議案第88号

市制施行20周年記念事業費　　　　　　補正額：540万円
PRグッズ作成に係る業務委託料等の経費を計上するもの。

ＡQ　市内での複数想定される
対象建築物に対し、耐震診
断や改修工事の目標件数は
あるか。

　補助金を活用した場合でも、事業者は3分の1の費用
を負担する必要があり、資金計画との兼ね合いから直ち
に申請件数が増えるものではないが、県と共に戸別訪問
を行うなど着実に進めていきたい。

補正予算
議案第88号

耐震改修促進事業費　　　　　　　　補正額：352万8千円
大規模地震発生時に建築物の倒壊が通行に支障を及ぼさないよう、緊急輸送道路
の沿線にある建築物の耐震診断に対する補助金を措置するもの。

12月定例会 ●
２
日

・
議
案
第
87
号

＝
提
案
理
由
の
説
明
、質
疑
、討
論
、採
決

・
議
案
第
88
〜
121
号

＝
提
案
理
由
の
説
明

●
４
日

・
議
案
第
88
〜
121
号

＝
質
疑
の
後
、
各

常
任
委
員
会
に

付
託

●
5
〜
6
日
、
9
〜

10
日

・
一
般
質
問

●
11
日

・
総
務
委
員
会

・
都
市
環
境
委
員
会

●
12
日

・
教
育
民
生
委
員
会

●
19
日

・
議
案
第
88
〜
121
号

及
び
請
願
第
4
号

＝
委
員
長
報
告
、

討
論
、
採
決

・
議
案
第
122
〜
130
号

＝
提
案
理
由
の
説

明
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

・
議
員
提
出
議
案
第
1
〜
3
号

＝
提
案
理
由
の
説
明
、質
疑
、討
論
、採
決

・
意
見
書
案
第
3
号

＝
提
案
理
由
の
説
明
、
意
見
、
採
決

ＡQ　北欧のICT教育先進国で
は紙の教科書に戻る動きも
見られるが、本市の考えは。

　タブレット端末を取り入れたICT教育は始まったばか
りであり、国の教育方針に変わりはないため、国や県と
協力して学校現場の実態に応じた活用を進めていきたい。

補正予算
議案第88号

ギガスクール構想に係る生徒用タブレット端末購入費（債務
負担行為）　　　　　　　　　　補正額：1億7,984万6千円
後年度負担の限度額を定めるもの。

ＡQ　現在の指定管理料の7割
から8割程度増額となる理
由は。

　現在の職員2名体制では年休の取得が困難であり、近
年施設管理に加えコミュニティの事業運営の事務負担や
行政からの依頼で事務量が増加していることから、職員
の増員や処遇改善に係る人件費を増額したため。

補正予算
議案第88号

市内コミュニティセンターの指定管理料（債務負担行為）
後年度負担の限度額を定めるもの。

令和６年12月定例会を12月２日から12月19日まで開催し、補正予算
をはじめ各種条例改正などを審議しました。ここでは主な質問と討
論、審議結果などを掲載します。
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反
対

反対（中谷真裕美）
　丸亀城前の景観や在り方について、市民との情報共有や意見聴取をするなど丁寧に進めてい
く必要があり、その他の用地で駐車場確保の可能性をもっと検討すべき。

補正予算
議案第88号

大手町地区4街区立体駐車場整備に伴う概略設計業務委託料、地
質調査業務委託料（債務負担行為）　補正額：1,500万円、950万円
後年度負担の限度額を定めるもの。

ＡQ　保育所等業務効率化推進
事業補助金について、登降
園管理等システムの活用方
法と導入効果は。

　園児の登降園管理のほか保護者との連絡に活用すると
ともに、保育に関する計画や記録をシステム上で管理す
ることで事務作業の効率化が図れる。

補正予算
議案第88号

私立保育園等援助費　　　　　　　　 補正額：217万5千円
新たに整備される小規模保育事業所に対するオムツの自園処理や業務効率化に係
る経費を補助するもの。

ＡQ　グルーン・モーヴィ運営
業務委託料1億5千万円の
根拠は。

　現在の年間運営費はグルーンが約5千万円、モーヴィ
が約8千万円であり、令和7年度は人件費や必要経費の
増加を見越して計上している。

補正予算
議案第90号

モーターボート競走事業会計補正予算（債務負担行為）
SG競走である第52回ボートレースオールスターの開催決定に伴い、販売促進等
業務委託料の債務負担行為に期間及び限度額を追加するもの。

ＡQ　現在の隣保館、及び児童館
の築年数は。また、駐車場は
十分に確保されているのか。

　築年数は隣保館が43年、児童館が46年である。また、
駐車台数は、施設管理者と協議の上、現在よりも多く停め
られるよう工夫し、必要台数を確保している。

金山地区隣保館・児童館新築工事
大建住宅株式会社と工事請負仮契約を締結したため、議会の議決を求めるもの。

工事請負契約の
締結

議案第96号

反
対

議案第122、127、128、130号に反対（中谷真裕美）
　人事院勧告は労働基本権の制約を受ける公務労働者に対する代償措置であるため、自ら給料
や報酬を提案できたり決めたりする権限を持つ市長等の特別職や議員が人事院勧告に準拠する
必要はない。

補正予算
議案第122号

条例改正
議案第127、128、130号

市長や議員等の期末手当を引き上げ
人事院勧告に準拠した改正を行うもの。

年度当初の人事異動及び人事院勧告に伴い職員の報酬等の措置を行うとともに、
議員期末手当や派遣委託料を追加計上するもの。
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令和6年12月定例会で審議された議案等

議案の概要等はこちら
からご覧いただけます。

専決処分の承認（令和6年
度丸亀市一般会計補正予
算（第5号））

第87号

令和6年度丸亀市一般会
計補正予算（第6号)第88号

令和6年度丸亀市駐車場
特別会計補正予算（第1号）第89号

令和6年度丸亀市モーター
ボート競走事業会計補正
予算（第3号）

第90号

丸亀市市税条例及び丸亀
市個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する
条例の制定

第91号

丸亀市職員の自己啓発等
休業に関する条例の制定第92号

工事請負契約の締結（金
山地区隣保館・児童館新
築工事）

第96号

物品の購入（丸亀市民会館
海外製フルコンサートグ
ランドピアノ）

第97号

指定管理者の指定（丸亀市
城北コミュニティセンター）第98号

指定管理者の指定（丸亀市
城西コミュニティセンター）第99号

指定管理者の指定（丸亀市
城乾コミュニティセンター）第100号

指定管理者の指定（丸亀市
城坤コミュニティセンター）第101号

指定管理者の指定（丸亀市
城南コミュニティセンター）第102号

指定管理者の指定（丸亀市
土器コミュニティセンター）第103号

丸亀市市税条例等の一部
を改正する条例の制定第93号

丸亀市立学校体育施設使
用条例の一部改正第94号

工事請負変更契約の締結
（丸亀城石垣復旧に伴う石
材製作等工事）

第95号

議案番号 件　　名
令和6年度丸亀市一般会
計補正予算（第7号）
令和6年度丸亀市介護保
険特別会計補正予算（第
2号）

第123号

第122号

令和6年度丸亀市モーター
ボート競走事業会計補正
予算（第4号）

第124号

丸亀市職員の給与に関す
る条例の一部改正第125号

丸亀市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例
の一部改正

第126号

丸亀市市長等の給与及び
旅費に関する条例の一部
改正

第127号

丸亀市モーターボート競
走事業管理者の給与及び
旅費に関する条例の一部
改正

第128号

丸亀市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正

第129号

丸亀市議会議員の議員報
酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正

第130号

再生可能エネルギー施設
の適正な設置に関する条
例制定を求める請願

請　願
第４号

丸亀市議会の個人情報の
保護に関する条例の一部
改正

議員提出議案
第１号

市長専決処分事項の指定
に関する件の一部改正

議員提出議案
第２号

丸亀市議会議員の議員報
酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正

議員提出議案
第３号

公営競技納付金制度の廃
止に関する意見書

意見書案
第３号

議案番号 件　　名
指定管理者の指定（丸亀市
飯野コミュニティセンター）
指定管理者の指定（丸亀市
川西コミュニティセンター）第105号

第104号

指定管理者の指定（丸亀市
郡家コミュニティセンター）第106号

指定管理者の指定（丸亀市
垂水コミュニティセンター）第107号

指定管理者の指定（丸亀市
栗熊コミュニティセンター）第108号

指定管理者の指定（丸亀市
岡田コミュニティセンター）第109号

指定管理者の指定（丸亀市
富熊コミュニティセンター
及び同分館）

第110号

指定管理者の指定（丸亀市
飯山南コミュニティセン
ター）

第111号

指定管理者の指定（丸亀市
飯山北コミュニティセン
ター）

第112号

指定管理者の指定（丸亀市
手島自然教育センター）第113号

指定管理者の指定（丸亀市
猪熊弦一郎現代美術館）第114号

指定管理者の指定（丸亀市
民体育館ほか9施設）第115号

指定管理者の指定（綾歌森
林公園畦田キャンプ場ほ
か1施設）

第116号

指定管理者の指定（丸亀市
綾歌健康づくりふれあいセ
ンター）

第117号

指定管理者の指定（丸亀市保
健福祉センターほか2施設）第118号

指定管理者の指定（大手町
第一駐車場ほか5施設）第119号

指定管理者の指定（丸亀駅
南第二自転車駐車場ほか
4施設）

第120号

市道路線の変更（津森町位
1号線）第121号

議案番号 件　　名
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請願審査結果

●請願の趣旨
　郡家町宝憧寺池等の水上ソーラー発電事業
には、市が関与せず、周辺環境や生態系への
影響、災害の危険性の高まりから多くの反対
意見が集まっている。今後、当該地域以外で
も再生可能エネルギー施設の設置が予想され
るが、対応する法律や条例が整備されておら
ず行政として住民の視点に立った適切な対応
が難しい状況にあることから、市全域の生活
環境を守り安心安全な市民生活が確保できる
よう条例の制定を求める。
●審査結果　採択

【賛成】　真鍋　順穗
　国や県のガイドラインのみで事後発生の恐れがあ
る諸問題まで想定するには、不十分さが否めない。
よって、判断基準となる本市独自の条例を制定し、設
置に係る混乱防止と円滑な導入を目指すべきである。
【反対】　武田　孝三
　一部意見を基に短期間で条例制定に至るので
はなく、議会で議論を深め、合意形成を目指す
べきである。
【賛成】　内田　俊英
　設置に伴い変化する住環境や景観等に対して、
行政が将来を見据えた積極的な姿勢を示すべき
である。

議 員 名
（　）内は
所属会派

　は賛成、×は反対した者です。なお、◆は議長のため採決には参加していません。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
山
本　

直
久（
亀
城
会
）

22　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
亀
城
会
）

20　
内
田　

俊
英（
公
明
党
）

19　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

18　
多
田　

光
廣（
亀
城
会
）

17　
三
宅　

真
弓（
志
政
会
）

16　
竹
田　

英
司（
亀
城
会
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
横
川　

重
行（
市
民
ク
ラ
ブ
）

12　
川
田　

匡
文（
亀
城
会
）

11　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

10　
武
田　

孝
三（
志
政
会
）

９　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

８　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

７　
水
本　

徹
雄（
会
派
無
所
属
）

６　
神
田　

泰
孝（
会
派
無
所
属
）

５　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

４　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

３　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案　名 審
議
結
果

×

賛否が分かれた議案等の審議結果賛否が分かれた議案等の審議結果令和６年12月定例会令和６年12月定例会

◆

× ◆

× ◆

× ×××× × × ×◆

× ◆

× ◆

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

令和6年度丸亀市一般
会計補正予算（第6号）
令和6年度丸亀市一般
会計補正予算（第7号）
丸亀市市長等の給与及
び旅費に関する条例の
一部改正
丸亀市モーターボート
競走事業管理者の給与
及び旅費に関する条例
の一部改正

再生可能エネルギー施
設の適正な設置に関する
条例制定を求める請願

議　案
第88号
議　案
第122号

議　案
第127号

議　案
第128号

丸亀市議会議員の議員
報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正

議　案
第130号

請　願
第４号

可
決
可
決

可
決

可
決

可
決

採
択

討
論
討
論

請願第４号　再生可能エネルギー施設の適正な設置に関する条例制定を求める請願
　　 郡家南団地　自治会長　藤田　徹



2025.2❽ No.104

一
　
般
　
質
　
問

小学校屋内運動場に
空調設備を

市指定のゴミ袋で安否確認

角野仁美議員
（市民クラブ）

大前誠治議員
（志政会）

一般質問

その他の主な質問項目
●防犯対策機器設置補助制度の創設●人材育
成を踏まえた学校教育の在り方

　
西
日
本
豪
雨
で
、
近
隣
住
民
の
安

否
が
不
明
で
声
か
け
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
か
ら
、「
我
が
家
は
無
事
で
す
」と
多

言
語
で
印
刷
さ
れ
た
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
有

事
に
玄
関
等
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
無
事

を
示
す
準
備
を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

本
市
で
も
同
様
に
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
活
用

し
て
は
。市

長
公
室
長　
大
規
模
災
害
時
に
は

電
話
等
の
通
信
網
が
不
通
と
な
り
、

安
否
確
認
が
円
滑
に
行
え
な
い
状
況
が
想
定

さ
れ
る
が
、
安
否
不
明
者
が
多
く
な
れ
ば
人

命
救
助
に
時
間
を
要
し
、
最
悪
の
場
合
救
え

た
は
ず
の
命
を
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
市
指
定

の
ゴ
ミ
袋
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
共
通
の
安

否
確
認
手
段
と
し
て
提
供
で
き
る
上
、
日
常

的
に
使
用
す
る
中
で
互
い
の
安
否
確
認
の
意

識
づ
け
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
、

文
言
や
デ
ザ
イ
ン
、
導
入
時
期
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
活
用
方
法
や
周
知
方
法
の
課
題

に
つ
い
て
関
係
部
局
と
協
議
を
進
め
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●市長選挙への取り組みと来期への考え●小
学校水泳授業の民間委託●都市部の治水行政

　
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
で
も
訴
え

て
き
た
小
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の
空

調
設
備
設
置
は
、
使
用
頻
度
や
費
用
対
効
果

か
ら
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。
近
年
猛
暑
日

が
増
加
す
る
中
、
災
害
時
の
避
難
施
設
や
地

域
団
体
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
た
空
調
設
備
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
利
用
率
や
財
政
状
況
を

考
慮
し
、
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
空

調
設
備
設
置
を
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
る
教
育
活
動
へ
の
影
響
が

顕
著
と
な
り
、
屋
内
運
動
場
で
の
体
育
授
業

後
に
体
調
不
良
を
訴
え
る
児
童
が
出
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
文
部
科
学
省
や
総
務
省
に
よ
る

支
援
に
加
え
、
国
の
令
和
6
年
度
補
正
予
算

案
に
は
、
体
育
館
の
空
調
を
含
む
公
立
学
校

の
施
設
整
備
へ
の
支
援
制

度
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
状
況
変
化
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を

転
換
し
設
置
に
向
け
て
次

年
度
以
降
の
予
算
編
成
に

取
り
組
む
。

Ａ Q



2025.2❾ No.104

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●大規模災害時の避難所設備・備品拡充の実態●市
私立保育園運営等への予算措置の改善●混迷する
国の農業政策－国民ひいては市民の生命を守れるか

　
去
る
9
月
定
例
会
で
は
、
市
長
の

第
１
期
目
を
総
括
し
た
上
で
、
市
民

や
定
住
自
立
圏
域
住
民
の
広
義
の
福
祉
の
向

上
に
係
る
所
信
を
尋
ね
た
。
こ
れ
を
受
け
、

今
定
例
会
で
は
、
松
永
市
長
の
来
期
へ
の
展

望
と
決
意
を
問
う
。

市
長　
令
和
７
年
４
月
の
市
長
選
挙

に
立
候
補
し
、
来
期
も
引
き
続
き
物

価
高
騰
対
策
や
人
づ
く
り
石
垣
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
着
実
な
前
進
、
待
機
児
童
対
策
な

ど
市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
を
注
ぐ
決
意
を

し
た
。

市長の来期への展望と決意

真鍋順穗議員
（亀城会）

一般質問

　
さ
ら
に
、
総
合
排
水
計
画
に
基
づ
く
事
業

着
手
、
ま
ち
な
か
再
生
へ
の
新
た
な
展
開
、

広
域
行
政
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
と
協
働
の
力

を
活
用
し
た
地
方
創
生
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
止
め
な
い
明
日
の
丸
亀
を
創
る
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　
新
市
制
施
行
20
周
年
の
重
要
な
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、
諸
先
輩

方
が
築
き
上
げ
て
き
た
丸
亀
を
、
50
年
後
、

1
0
0
年
後
の
未
来
へ
と
確
実
に
つ
な
い
で

い
く
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
た
い
。

Ａ Q

地方創生と交付金の活用

武田孝三議員
（志政会）

その他の主な質問項目
●地域経済

　
新
政
権
の
発
足
に
伴
う
地
方
創
生

施
策
と
し
て
、
自
治
体
へ
の
交
付
金

額
や
使
途
の
拡
充
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
取
り
組
み
が
可
能
と

な
る
が
、
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
や
防
災
強

化
、
物
産
館
へ
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
た
本

市
の
既
存
事
業
や
新
年
度
事
業
の
活
用
に
向

け
て
早
期
の
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
は
、
国
か
ら

の
情
報
提
供
と
意
見
聴
取
後
、
徐
々
に
詳
細

な
ス
キ
ー
ム
が
明
ら
か
に
な
る
と
見
込
ま
れ

る
た
め
、
ま
ず
は
本
市
既
存
事
業
や
新
年
度

事
業
に
活
用
可
能
か
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。
そ
の
上
で
、
確
実
に
財
源
と
し
て
捕
捉

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
当
交
付
金
を
活
用

し
た
新
た
な
政
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
る
。

　
日
本
全
体
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
地

方
創
生
の
推
進
強
化
は
、
地
方
に
と
っ
て
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
交
付
金
ほ
か
国
の

支
援
策
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
本
市
の
特

性
に
応
じ
た
地
方
創
生
策
を
展
開
し
て
い
く
。

Ａ Q



2025.210 No.104

一
　
般
　
質
　
問

給食の黙食見直しを人づくり石垣プロジェクトと
「友遊」

香川　勝　議員
（志政会）

渡邉一馬議員
（市民クラブ）

一般質問

その他の主な質問項目
●孤独・孤立対策推進法●組織マネジメント

　
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登

校
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
本
市
で
は

個
別
相
談
や
指
導
、
小
集
団
で
の
活
動
を
通

し
て
主
体
性
や
社
会
性
を
培
い
、
学
校
生
活

へ
の
適
応
と
自
立
を
援
助
す
る
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
友
遊
」
を
設
置
し
て
い
る
が
、
そ

の
現
状
は
。
ま
た
、
学
校
や
家
庭
、
教
育
委

員
会
と
の
連
携
に
課
題
は
。

教
育
長　
「
友
遊
」
で
は
、
個
に
応

じ
た
学
習
指
導
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
調

理
実
習
な
ど
社
会
的
自
立
に
向
け
た
活
動
を

行
い
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
や
学
び

を
保
障
し
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
へ
の
支
援

充
実
の
た
め
、
入
級
時
の
面
談
や
送
迎
時
の

保
護
者
と
の
会
話
を
通
し
た
家
庭
環
境
や
日

常
生
活
の
把
握
に
加
え
、
学
校
へ
の
定
期
的

な
報
告
や
市
教
育
委
員
会
担
当
者
が
毎
日

「
友
遊
」を
訪
問
す
る
中
で
、
連
携
を
深
め
て

い
る
。
連
携
し
て
子
ど
も
の
現
状
を
確
認
す

る
中
で
連
絡
が
取
り
づ
ら
い
家
庭
や
、
様
々

な
事
情
で
通
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
が
存
在

す
る
と
い
う
課
題
に
対
し
、
改
善
方
法
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●地域包括支援センター、業務負担軽減と重
層的支援体制整備事業

　
先
日
、
市
内
小
学
校
の
給
食
を
見

学
し
た
際
、
全
学
年
の
う
ち
7
割
の

ク
ラ
ス
が
同
じ
方
向
を
見
な
が
ら
食
事
を
す

る
黙
食
を
続
け
て
い
た
。
市
内
の
小
・
中
学

校
の
給
食
の
実
態
、
状
況
は
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
実
施
し
た
給
食
時
の
黙

食
を
5
類
移
行
と
な
っ
た
現
在
も
続
け
て
い

る
理
由
は
。

教
育
長　
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
様
、
給

食
時
に
一
定
時
間
は
会
話
せ
ず
、
放

送
を
聞
き
な
が
ら
落
ち
着
い
て
食
事
を
し
た

後
、
近
く
の
友
達
と
会
話
し
な
が
ら
食
べ
て

も
よ
い
と
指
導
し
て
お
り
、
そ
の
時
間
に
な

れ
ば
近
く
の
友
達
と
話
を
す
る
様
子
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、給
食
時
の
机
の
向
き
は
、学
級

の
実
態
に
応
じ
、
何
人
か
で
机
を
合
わ
せ
る

学
級
も
あ
れ
ば
、
全
員
が
前
を
向
い
て
食
べ

て
い
る
と
い
う
学
級
も
あ
り
、い
ず
れ
の
形
態

を
取
る
か
は
各
学
校
で
の
判
断
と
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
習
指
導
要
領
の
と

お
り
、
給
食
の
指
導
を
通
し
て
望
ま
し
い
食

習
慣
の
形
成
と
食
事
を
通
し
た
よ
り
よ
い
人

間
関
係
の
構
築
を
目
指
し
、
学
校
給
食
の
本

来
の
目
的
を
果
た
し
て
い
く
。

Ａ Q



2025.211 No.104

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●離島振興施策●子ども家庭センターの設置
●城辰保育所地域子育て支援センター

　
空
き
家
や
独
居
高
齢
者
の
増
加
な

ど
犯
罪
に
対
す
る
社
会
の
ぜ
い
弱
性

の
高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
全
国
で
は
、

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
金
や
相
談
窓
口
設
置

等
支
援
制
度
を
条
例
で
定
め
た
自
治
体
が
あ

る
。
被
害
者
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
出
来
る
安
心
安
全
な
社
会
の
実
現
の
た

め
、
本
市
の
条
例
制
定
に
係
る
考
え
は
。

市
長　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
・

遺
族
の
多
く
は
心
身
や
財
産
の
被
害

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
無
理
解
や
中
傷
の
理

由
か
ら
精
神
的
に
も
様
々
な
困
難
が
生
じ
支

犯罪被害者等支援条例の
制定を

守家英明議員
（市民クラブ）

一般質問

援
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
国
や
県

で
は
、
被
害
者
支
援
の
法
律
制
定
や
条
例
施

行
に
伴
う
見
舞
金
の
給
付
、
法
律
相
談
や
心

理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
相
談
体
制
の
充
実
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
犯
罪
被
害
者
支
援
団
体
か
ら

条
例
制
定
の
要
望
を
受
け
、
犯
罪
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
へ
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
に
向
け

た
支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
県
内

他
市
と
も
情
報
共
有
を
図
り
、
早
期
の
制
定

に
向
け
準
備
す
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●「地方創生2.0」やるのは国でなく地方であ
る●「おひとりさま」への安心施策●SNS時代
にこそ求められる「主権者教育」

　

水
道
企
業
団
議
員
を
務
め
る
中

で
、
県
知
事
に
水
道
管
耐
震
化
率
の

認
識
や
工
事
発
注
の
状
況
を
質
問
し
た
。
令

和
10
年
に
県
一
本
化
し
て
の
水
道
企
業
経
営

が
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の

間
に
本
市
独
自
で
耐
震
化
率
を
伸
ば
し
、
地

域
の
実
情
に
精
通
し
た
水
道
事
業
者
の
確
保・

育
成
に
配
慮
す
べ
き
で
は
。

市
長　
水
道
事
業
は
、
料
金
収
入
を

主
財
源
と
し
て
事
業
運
営
を
行
う
独

立
採
算
制
が
大
原
則
で
あ
り
、
計
画
的
な
管

路
の
更
新
等
は
水
道
料
金
を
財
源
と
し
て
企

水道インフラに今なすべきこと

内田俊英議員
（公明党）

業
団
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ
き
と
考
え

る
。
一
方
で
、
緊
急
時
に
地
域
の
実
情
に
精

通
し
た
事
業
者
の
協
力
や
確
保
・
育
成
は
、

能
登
半
島
地
震
の
現
地
視
察
か
ら
得
ら
れ
た

教
訓
と
し
て
憂
慮
し
て
い
る
事
項
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
、
地
元
事
業
者
の
事
業
継
続
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
企

業
団
の
事
業
運
営
を

厳
格
に
監
視
す
る
と

と
も
に
、
必
要
な
協

議
等
を
行
っ
て
い
く
。

Ａ Q



2025.212 No.104

一
　
般
　
質
　
問

日本女性会議の本市開催に
向けて

待機児童解消に向けた
保育士確保を

加藤正員議員
（市民クラブ）

三宅真弓議員
（志政会）

一般質問

　
本
市
で
は
、
4
月
1
日
時
点
の
待

機
児
童
は
0
人
だ
が
、
年
度
途
中
か

ら
入
所
希
望
が
増
え
、
年
度
末
に
は
2
0
0

人
を
超
え
る
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
を
保
育
士
不
足
と
捉
え
、
こ
れ
ま

で
修
学
資
金
貸
付
な
ど
策
を
講
じ
て
い
る

が
、依
然
と
し
て
解
消
し
て
な
い
。
そ
こ
で
、

貸
付
金
の
増
額
や
新
規
採
用
者
へ
の
一
時
金

な
ど
更
な
る
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
修
学
資
金
貸
付
金
は
昨

年
度
か
ら
貸
付
者
が
単
年
度
で
10
人

を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
士
確
保

に
向
け
て
成
果
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
制
度
は
市
内
の
保
育
所
等
に
就
職
後
継

続
し
て
3
年
以
上
勤
務
し
た
場
合
に
貸
付
金

の
返
還
が
免
除
に
な
る
こ
と
か
ら
、
支
払
時

期
は
異
な
る
も
の
の
、
新
規
採
用
者
に
対
す

る
一
時
金
と
離
職
防
止
の
効
果
も
併
せ
持
つ

制
度
設
計
と
し
て
運
用

し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
制
度
利
用
者
の
拡

大
に
対
応
で
き
る
よ
う

必
要
な
予
算
の
確
保
に

取
り
組
む
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●協働のまちづくり●公益通報制度

その他の主な質問項目
●帯状疱疹ワクチン接種補助の必要性

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
1
9
8
4
年
以
降
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
女
性
会
議
が
、

2
0
2
7
年
に
丸
亀
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
参
加
者
が
2
0
0
0
名
を
超
え

る
会
議
で
あ
り
、
実
施
に
向
け
て
は
相
応
の

準
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
開
催
予
定
日
や

実
行
委
員
会
の
人
選
は
。

総
務
部
長　
開
催
日
は
、
今
年
夏
頃

立
ち
上
げ
予
定
の
実
行
委
員
会
で
決

定
予
定
だ
が
、
現
在
建
設
中
の
新
市
民
会
館

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
2
0
2
7
年
秋
頃

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
会
議
を
意
義
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
方
々
が
主
体
と
な
っ

て
、
企
業
や
行
政
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
実
行
委
員
会
の
人
選

に
は
、
市
内
の
各
種
団
体
、
企
業
、
学
校
等

に
対
し
、
会
議
運
営
へ
の
協
力
を
働
き
か
け

た
い
。
特
に
次
代
を
担
う
若
者
に
は
、
多
く

の
人
の
体
験
や
意
見
に
触
れ
、
自
分
が
ど
う

生
き
て
い
き
た
い
か
、
ど
ん
な
社
会
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
か
を
考
え
る
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●離島振興●中心市街地の活性化

　
被
差
別
部
落
と
称
し
て
特
定
地
域

を
撮
影
し
た
動
画
を
拡
散
す
る
行
為

や
S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
対
処
法
が
成
立
し
、
事
業
者
の
自
主
規
制

に
よ
る
一
定
の
歯
止
め
は
見
込
ま
れ
る
が
、

市
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中

傷
等
に
関
す
る
条
例
制
定
の
考
え
は
。

総
務
部
長　
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
人
権
侵
害
に
関

す
る
国
の
法
改
正
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
本
市
も
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題
と
認

人権尊重のまちづくり

岡田　剛　議員
（会派無所属）

一般質問

識
し
、
小
中
学
生
へ
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
や
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
制
作
及
び
配
布
、

講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
後
、
法
改
正
に
基
づ
く
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
大
手
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
課

さ
れ
た
具
体
的
な
削
除
基
準
や
差
別
投
稿
の

防
止
と
抑
止
に
関
す
る
施
策
、
対
応
事
例
及

び
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
条
例
の

制
定
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
す
る
と
と
も

に
、
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調
査
・
研

究
す
る
。

Ａ Q

市民交流活動センターマルタスの
カフェ専用区域使用料に
営利加算を

中谷真裕美議員
（会派無所属）

その他の主な質問項目
●子ども達を性犯罪から守るために●補聴器
装用につなぐ高齢者難聴への支援を

　
マ
ル
タ
ス
1
階
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
部
分
は
市
に
使
用
料
を
納
め
営
業

し
て
い
る
が
、
そ
の
額
年
間
1
6
0
万
円
、

1
日
わ
ず
か
4
4
0
0
円
で
あ
る
。
税
金
で

建
て
た
公
共
施
設
の
使
用
料
が
一
市
民
も
収

益
活
動
の
企
業
も
同
基
準
で
あ
る
の
は
見
直

す
べ
き
。
根
拠
と
な
る
行
政
財
産
の
使
用
料

徴
収
条
例
に
営
利
加
算
の
設
定
を
。

協
働
推
進
部
長　
マ
ル
タ
ス
内
の
カ

フ
ェ
専
用
区
画
の
使
用
料
は
、
丸
亀

市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条
例
に
基
づ

き
、
令
和
6
年
度
は
年
間
1
6
5
万
円
の
使

用
料
を
徴
収
し
た
。
マ
ル
タ
ス
の
カ
フ
ェ
機

能
は
市
が
定
め
た
「
管
理
運
営
計
画
」
の
中

で
示
し
た
施
設
の
目
指
す
姿
を
実
現
す
る
必

要
な
機
能
で
あ
り
、
運
営
事
業
者
の
営
利
を

目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
い
。
使
用
料
に

営
利
加
算
の
規
定
を

設
け
る
こ
と
は
出
店

意
欲
の
低
下
に
も
つ

な
が
り
、
現
時
点
に

お
い
て
は
適
当
で
な

い
と
考
え
る
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

感想ノートで丸亀城の
落書き防止

国道11号線の混雑解消

水本徹雄議員
（会派無所属）

神田泰孝議員
（会派無所属）

一般質問

その他の主な質問項目
●丸亀駅前地下駐車場の利便性向上●(仮称)
丸亀市立城東こども園の交通面●市民との協働

　
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
ラ
ッ
シ
ュ

で
、
国
道
11
号
線
と
そ
れ
に
つ
な
が

る
県
道・市
道
の
渋
滞
が
常
態
化
し
て
い
る
。

市
の
方
針
と
し
て
、
国
道
11
号
線
を
利
用
し

て
い
る
職
員
の
時
差
出
勤
や
、
渋
滞
に
影
響

の
な
い
出
勤
ル
ー
ト
へ
変
更
す
る
な
ど
、
渋

滞
改
善
に
向
け
た
姿
勢
を
示
し
て
は
。

市
長
公
室
長　
時
差
出
勤
の
導
入
は
、

混
雑
解
消
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
る
が
、
開
庁
時
間
内
で
職
員
数

が
少
な
く
な
る
な
ど
業
務
の
遂
行
や
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
通
勤
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
場
合
で
も
全

体
の
交
通
量
に
変
化
は
な
く
、
別
の
交
差
点

で
の
渋
滞
に
つ
な
が
る
と
懸
念
さ
れ
、
抜
本

的
な
混
雑
解
消
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
道
路
改
良
工
事
の
ハ
ー
ド
事
業

に
つ
い
て
、
国
や
県
へ
の
要
望
を
継
続
し
て

行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
関
係
団
体
の
取

り
組
み
に
積
極
的
に
参
画
し
、
通
勤
時
の
混

雑
解
消
に
寄
与
し
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●丸亀うちわブランドのさらなる向上●子宮
頸がん検診と乳がん検診の拡充●がん患者医
療用補整具助成事業の対象者拡充

　
11
月
、
丸
亀
城
天
守
の
柱
に
落
書

き
が
見
つ
か
っ
た
。
注
意
喚
起
は
、

来
訪
者
の
モ
ラ
ル
に
頼
る
面
が
大
き
く
、
防

犯
対
策
が
十
分
と
言
え
る
の
か
。
ま
た
、
ニ

ッ
カ
リ
青
江
公
開
展
に
設
置
さ
れ
た
「
ご
意

見
・
感
想
ノ
ー
ト
」
に
は
、
多
く
の
愛
溢
れ

る
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
守
内

で
も
同
様
の
ノ
ー
ト
を
設
置
す
れ
ば
、
一
部

の
落
書
き
を
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
落
書
き
判
明
後
直
ち
に

英
語
を
含
む
注
意
喚
起
と
、
見
回
り

を
強
化
し
た
。
天
守
入
り
口
や
大
手
門
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る

が
、
今
回
の
事
案
を
受
け
、

重
要
文
化
財
に
配
慮
し
つ
つ

新
た
に
天
守
内
各
階
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
に
取
り
組
む
。

ま
た
、「
感
想
ノ
ー
ト
」
は
、
落
書
き
抑
制

や
丸
亀
城
の
今
後
の
活
用
に
も
有
効
と
考
え
、

設
置
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
丸
亀
城
の
み
な
ら
ず
、
塩
飽
勤
番
所
跡
や

快
天
山
古
墳
な
ど
貴
重
な
文
化
財
を
確
実
な

形
で
後
世
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
防
犯

体
制
の
更
な
る
強
化
に
取
り
組
む
。

Ａ Q
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議
会
の
動
き

委
員
会
視
察

10月18日　福岡県古賀市
「まんでネット」

10月23日　熊本県人吉市
「公共交通」

他市の議員、職員が本市の施策を
視察しました。

10月

12月

他市議会の視察受け入れ

11月

　　　　　７～８日　市民会館整備特別委
員会視察

11日　議員研修会「自治体DX
入門講座」

28日　議会運営委員会
広報広聴委員会
議会報告会・意見交換会

29日　市民会館整備特別委員会
都市環境委員会協議会

30日　市民会館整備特別委員会

　　　　20日　議会運営委委員会
総務委員会協議会
都市環境委員会協議会

22日　教育民生委員会協議会
26日　広報広聴委員会

各派会長会

　　　　　２日　本会議
各派会長会

議会の動き
10・11・12月

　　　　　４～６日　本会議
　　　　　９日　本会議
10日　本会議

広報広聴委員会
11日　総務委員会

総務委員会協議会
都市環境委員会
議会運営委員会

12日　教育民生委員会
教育民生委員会協議会

16日　議会運営委員会
19日　本会議

全員協議会

10月24日　神奈川県愛川町
「川西地区自主防災活動」

10月30日　東京都台東区
「東洋炭素アーバンスポー
ツパーク」

11月7日　愛知県蒲郡市
「土器地区防災まちづくり
活動」

埼玉県八潮市
「市民交流活動センター　マ
ルタス」

11月11日　福島県須賀川市
「シティプロモーション及
び移住定住」

11月12日　福島県白河市
「シビックロータリー整備
を中心とした整備事業」

山口県下松市
「市民交流活動センター　マ
ルタス」

11月13日　福島県田村市
「移住定住促進の取り組み」

　神戸市の東遊園地では、公園内に芝生ひろばや木陰だけでなく、子ど
もの遊び場やにぎわい拠点施設など多種多様なニーズに対応した仕掛
けが多く見られた。市民のニーズの把握と実現への検討に時間をかけ
丁寧に取り組む事で、市民にとって利便性の高い施設になると考える。
　年間約56万人が訪れる豊岡市の出石城下町と「いずし観光センター」
では、コロナ前と比較し、来訪者の移動手段の大半を自家用車が占め

るようになり、駐車台数が満
車となれば周辺の空き地を臨
時駐車場として対応している。
一方で、長期間滞在する者が少なく観光消費による地域経済へ
の還元が少ないことは、検討しなければならない課題である。
　今後、本市でも大手町地区４街区の再編整備を進めるにあた
り、市民にとって利便性が高く、誇りに思える空間を目指すこ
とはもちろん、中心市街地エリアの活性化を検討していきたい。

兵庫県神戸市【都市公園の整備】・兵庫県豊岡市【観光拠点施設の整備と周辺施設の関係】

市民会館整備特別委員会視察市民会館整備特別委員会視察 10月7日～8日

豊岡市出石庁舎での研修

公園内を現地視察
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先
日
、
丸
亀
市
に
あ
る

「
み
な
く
る
広
場
」
で
障
が

い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
や
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
さ

ら
に
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
「
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
」
が
開
催
さ

れ
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
身
体
障
が
い
者
野
球
や
パ

ラ
陸
上
を
体
験
し
、
と
て
も

良
い
運
動
に
な
り
、
心
身
の

健
康
に
役
立
て
ま
し
た
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、

障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
丸
亀
市
で
さ
ら
に
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
皆

さ
ま
か
ら
の
お
声
を
お
預
か

り
し
て
議
会
で
質
問
な
ど
を

行
い
、
様
々
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
是
非
と
も

皆
さ
ま
か
ら
の
お
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
副
委
員
長
　
　

角
野
仁
美

編
　集

　
　
後
記

選挙期日
丸亀市長・市議会議員選挙丸亀市長・市議会議員選挙

令和7年4月20日（日）令和7年4月20日（日）

10代、20代の
投票率が低い
ことが分かり
ます。

4年前の
選挙の投票率、
ご存知ですか？

次は実際の
選挙で投票に
行ってみま
せんか？

▲VR映像は
　こちらから！

？？投票ってどんな手順でするの？
投票所ってどんな雰囲気？
そんな疑問を解決する投票所体験VR映像コンテンツです。
丸亀名物骨付きどりマスコットキャラクター
　　「とり奉行骨付じゅうじゅう」と一緒に
　　投票を体験してみよう！

とり奉行骨付じゅうじゅう
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